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日本の近代美術と茨城の作家たち　冬から春へ　[後期]

№ 作者名 生没年 作品名 制作年 材質・形状 寸法(縦×横)㎝ 備考

〈西洋絵画〉

1
ナルシス=ヴィルジル･
ディアズ･ド･ラ･ペーニャ

1807-1876 池の畔のオークの大樹 1860年代頃 油彩･麻布･額装 71.3×90.3 岡野忠男氏寄贈

2 アルフレッド・シスレー 1839-1899 葦の川辺―夕日 1890年 油彩･麻布･額装 54×73

3 オーギュスト･ルノワール 1841-1919 マドモワゼル･フランソワ 1917年 油彩･麻布･額装 52×42

〈日本画〉

4 奥原 晴湖 1837-1913 半江春 明治30（1897）年 紙本･彩色･軸装 135.4×67.8

5 松本 楓湖 1840-1923 雪中武者 制作年不詳 絹本･彩色･軸装 125.6×54 宮崎慶一郎氏寄贈

6 小川 芋銭 1868-1938 雪女 大正末期（c.1921-26） 絹本･淡彩･軸装 127×42

7 小川 芋銭 草虫帖 大正14（1925）年 紙本･彩色･画帖 各16.6×12 寄託

8 小川 芋銭 園林三月 昭和10（1935）年 紙本･淡彩･軸装 45.2×53.5

9 小川 芋銭 虎溪三笑 昭和12（1937）年 紙本･淡彩･軸装 148×45.3

10 小川 芋銭 筑波春雲 昭和12（1937）年 紙本･淡彩･軸装 46.5×60.7

11 横山 大観 1868-1958 朝霧 昭和 9（1934）年
紙本･淡彩･墨画･屛風（六曲
一双）

各173×368

12 菱田 春草 1874-1911 冨士 明治42（1909）年頃 絹本･彩色･軸装 40.9×65.2 関澤賢氏寄贈

13 木村 武山 1876-1942 貴紳観桜図
明治33-34
（1900-01）年頃

絹本･彩色･軸装 119.8×49.5

14 近藤 浩一路 1884-1962 房州天津 大正 7（1918）年 紙本･墨画･巻子 16.5×539

15 小松 均 1902-1989 牡丹 昭和21（1946）年 紙本･彩色･額装 282.5×214.5

16 片岡 球子 1905-2008 春の富士（梅） 昭和63（1988）年 紙本･彩色･屛風（二曲一隻） 182×182

17 森田 曠平 1916-1994 女神春秋　花鎮め 昭和57（1982）年 紙本･彩色･屛風（四曲一隻） 173.7×364 寄託

18 森田 曠平 女神春秋　龍田姫 昭和58（1983）年 紙本･彩色･屛風（四曲一隻） 173.8×364.9 寄託

〈油彩画〉  

19 久米 桂一郎 1866-1934 雪の庭 明治31（1898）年 油彩･板･額装 23.5×32.5

20 金山 平三 1883-1964 氷滑り 大正11（1922）年頃 油彩･板･額装 24×33

21 中村 彝 1887-1924 裸体 大正 5（1916）年 油彩･麻布･額装 99.8×80.5

22 中村 彝 伊原元治氏像 大正 9（1920）年 油彩･キャンバスボード･額装 32.7×23.5 野中蕗子氏寄贈

23 中村 彝 花 大正12（1923）年 油彩･麻布･額装 58.8×47.7

24 中村 彝 カルピスの包み紙のある静物 大正12（1923）年 油彩･麻布･額装 60.7×50.2 升本喜三郎氏寄贈

25 小出 楢重 1887-1931 毛糸の束 大正15（1926）年 油彩･麻布･額装 53×72.8

26 須田 国太郎 1891-1961 椿 昭和15（1940）年頃 油彩･麻布･額装 50×61

27 岸田 劉生 1891-1929 籠中脂香 大正12（1923）年 油彩･麻布･額装 32.1×33.5

28 海老原 喜之助 1904-1970 雪中行軍 昭和 5（1930）年 油彩･麻布･額装 90.5×72.2

29 山口 薫 1907-1968 雪原 昭和33（1958）年 油彩･麻布･額装 53×65

30 脇田 和 1908-2005 鳩舎 昭和42（1967）年 油彩･麻布･額装 146×112

31 木村 忠太 1917-1987 小渓(あるいは谷間) 昭和61（1986）年 油彩･麻布･額装 130×162 木村幸子氏寄贈

32 堂本 尚郎 1928-2013 １９５９－５ 昭和34（1959）年 油彩･麻布･額装 200×271

　 茨城県近代美術館　〒３１０-０８５１　水戸市千波町東久保 ６６６-１　電話 ０２９-２４３-５１１１　

出品目録

会期：2023年2月15日(水)～2023年4月9日(日)
茨城県は、横山大観、下村観山、菱田春草、木村武山ら｢五浦の作家｣や、牛久沼のほとりに住み自然とともに生きる人々や動物たちを

描いた小川芋銭などの日本画家、また、大正期に活躍した中村彝(つね)らの洋画家など、日本近代美術の展開において重要な役割を果た
した作家を輩出しています。茨城県近代美術館では、歴史に名を刻んだ郷土作家の作品をはじめ国内の近現代美術作品を中心に所蔵して
います。
　今回は、冬から春への季節の移り変わりを感じさせる作品を中心に展示いたします。

※都合により、出品作品が一部変更される場合があります。
※リストは作家の生年を基準に配列しており、展示順とは一致しません。


